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ここでは，成長曲線モデルにおける次数選択に関心がある．共分散行列に仮定をおかない
一般の成長曲線モデルに対する変数選択問題については各漸近枠組のもとで規準量が提案さ
れている．例えば，大標本漸近枠組では Satoh，Kobayashi and Fujikoshi (1997) によって，
高次元漸近枠組では Fujikoshi, Enomoto and Sakurai (2013)によって，大多群漸近枠組で
はEnomoto, Sakurai and Fujikoshi (2013)によってAIC型およびCp型の規準量が与えら，
それの一致性について論じられている．ここで，大標本漸近枠組とは時点数を固定して標本
数が十分大きい漸近枠組，高次元漸近枠とは標本数・時点数がともに大きくなる漸近枠組，
大多群漸近枠組とは標本数とグループ数が共に大きくなる漸近枠組のことである．そこで本
報告では，共分散行列に一様共分散構造を仮定したもとでの次数選択について新たな規準量
を提案し，その漸近的性質について考察する．
いま取り扱う成長曲線モデルを次のように表す．群の個数を q，観測した時点数を pとす

る成長曲線モデルでは，標本数 nとして n × pの観測行列 Y，n × qの個体間計画行列A，
k× pの計測時点 ti (i = 1, . . . , p)の関数として表せる個体内計画行列Xが与えられている．
このとき，(j − 1)次の多項式を仮定した成長曲線モデルを次のように表す．

Mj : Y = AΘjXj + E, E ∼ Nn×p(0n×p, In ⊗Σ), j = 1, . . . , k

このとき，ここでは共分散行列Σに次のような一様共分散構造を仮定する．
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ただし，Gp = 1p1
′
p/p, τ1 = σ2(1− ρ), τ2 = σ2{1+ (p− 1)ρ}．ここで，Θj，τ1，τ2は未知

パラメータ，Xj はXの最初の j個の行ベクトルを取り出した行列である．このようなモデ
ルMj を候補のモデルと呼び，とくにモデルMkを完全モデルと呼ぶことにする．また，実
際に Yが従っているモデルを真のモデルMj0 と表す．このように数ある候補のモデルの中
から最適なモデルを選ぶ問題が変数選択問題である．ここでは，真のモデルMj0 が完全モ
デルMk に含まれることを仮定する．また，個体間計画行列Aが q個の説明変数の観測値
であるモデルも同様に表すことができる．
このような一様共分散構造を仮定した成長曲線モデルにおいて，次数選択について新たな

規準量を提案する. また，その規準量の各漸近枠組のもとでの漸近的性質について明らかに
する．また数値シミュレーションによって今回得られた結果の妥当性を確認する.
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